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1.5. ログ管理ソフト（Splunk）導入
1.5.1. 対象マシン／作業予定時間

	№
	対象マシン
	作業予定時間
	確認

	1
	業務クライアント
	約20分
	□

	2
	業務クライアント（VT系）
	約20分
	□


1.5.2. 準備物

	№
	種別
	名称
	確認

	1
	DVD-ROM
	構築作業用媒体②（Splunk Universal Forwarder）

※平成28年度システム導入関連情報（H28ｼｽﾃﾑ導入-019-0930）で送付
	□


1.5.3. 前提条件

	№
	前提条件
	確認

	1
	「1.4.10. ログオフ」でWindowsからログオフしていること
	□


1.5.4. 留意事項
(1) アラートの静観

　　Splunk Universal Forwarderをインストール後に、Windowsのイベントビューアに以下の

アラートが出力される場合がありますが静観してください。

	エラーメッセージ

	SplunkForwarder サービスからのトランザクション応答を待機中にタイムアウト (30000 ミリ秒) になりました。


1.5.5. ログイン
(1) ログ管理ソフト(Splunk Universal Forwarder)をインストールするためログインします。
「Ctrl＋Alt+Delete」を押下し、アカウント名、パスワードを入力し、ログインしてください。


[image: image1]
※現在ログインしているアカウントが「1.1.6 初期セットアップ」で設定したユーザと異なる場合、当該ユーザからログオフを行った上、再度ログインしてください。ログオフは、「スタートメニュー」→「ログオフ」で行います。
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1.5.6. Splunk Universal Forwarderのインストール

(1) 構築作業用媒体②をDVDドライブにセットします。

(2) （1）でセットした構築作業用媒体②の「SplunkUniversalForwarder(国保連合会側)」-「SplunkRemoteControl用」-「インストーラ」フォルダに格納されている「splunkforwarder-6.3.2-aaff59bb082c-x64-release.msi」をダブルクリックします。
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(3) ウィンドウ上部の「Check this box to accept the Licence Agreement」とウィンドウ下部の「Use this UniversalForwarder with ～ 」のチェックボックスにチェックを入れます。
(4) 「Customize Options」をクリックします。
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(5) インストールパスを指定するウィンドウが表示されたらインストール先ドライブを「C」に変更し「Next」をクリックします。

※ドライブパス以外は、変更しないでください。
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(6) ウィンドウの内容を確認し、「Certificate Password」は何も入力せずに「Next」をクリックします。
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(7) 「Install UniversalForwarder as」の指定で「Local System」をチェックします。
(8) ウィンドウの内容を確認し、「Next」をクリックします。
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(9) 「Windows Event Logs」の「Application Logs」と「System Log」をチェックします。
(10) ウィンドウの内容を確認し、「Next」をクリックします。
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(11) 「Install the Splunk Add-on for Microsoft Windows induded with this installer」がチェックされていることを確認します。
(12) ウィンドウの内容を確認し、「Next」をクリックします。
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(13) ウィンドウの内容を確認し、「Deployment Server」は設定せずに「Next」をクリックします。
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(14) 「Receiving Indexer」にはログ管理サーバのIPアドレス「10.xx.41.33」、ポート番号は「9997」を設定します。（xx：都道府県番号　例：北海道＝10.1.41.33）
(15) ウィンドウの内容を確認し、「Next」をクリックします。
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(16) 「Install」をクリックします。インストールが開始されます。
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(17) インストールが完了したら「Finish」をクリックします。

[image: image13.jpg]universal

forwarder
er was succesfuly instalied. Cick the
buttons below to learn more or ek Finih to exct the wizard.

———]

pe——

pTe—

Erish





1.5.7. Splunk Universal Forwarderの初期設定
1.5.7.1. outputs.confの編集

(1) 作業対象クライアントでエクスプローラから以下のフォルダを開きます。

・対象ファイルパス

C:\Program Files\SplunkUniversalForwarder\etc\system\local\
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(2) 「outputs.conf」を選択し、右クリックし、メニューからコピーを選択します。
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(3) エクスプローラ上の右ペインで右クリックしメニューの貼り付けを選択します。
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(4) 「outputs - コピー.conf」が作成されますので、このファイルを選択しF2キーを押下します。(ファイル名編集モードに入ります)
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(5) ファイル名を「outputs.conf.yyyymmdd」に変更した後、「Enter」キーを押下し確定します。
※yyyymmddは、作業を実施した年月日
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(6) 以下の対象ファイルをメモ帳で開き、[tcpout]に関する設定の部分にuseAck属性を追加します。
	項目
	内容

	対象ファイル
	C:\Program Files\SplunkUniversalForwarder\etc\system

\local\outputs.conf

	追加内容
	useAck = true
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(7) メモ帳の[ファイル(F)]-[上書き保存(S)]を選択し、変更内容を保存します。
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(8) メモ帳の[ファイル(F)]-[メモ帳の終了(X)]を選択し、メモ帳を終了します。
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1.5.7.2. deploymentclient.confの編集

(1) 「1.5.6.Splunk Universal Forwarderのインストール」でマウントした構築作業用媒体②の「SplunkUniversalForwarder(国保連合会側)」-「SplunkRemoteControl用」-「設定ファイル」フォルダに格納されている「deploymentclient.conf」ファイルを以下のフォルダにコピーします。
・コピー先フォルダパス
C:\Program Files\SplunkUniversalForwarder\etc\system\local\

(2) (1)でコピーしたファイルを開き、設定内容にあるtargetUriで指定されているサーバのIPアドレスのxxを都道府県番号に修正します。
（xx：都道府県番号　例：北海道＝10.1.41.33:8089）
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(3) メモ帳の[ファイル(F)]-[上書き保存(S)]を選択し、変更内容を保存します。
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(4) メモ帳の[ファイル(F)]-[メモ帳の終了(X)]を選択し、メモ帳を終了します。
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1.5.8. 構築作業用媒体②のアンマウント／取出し
　　構築作業用媒体②を使用しての作業は完了しましたので、媒体を取出します。

(1) 構築作業用媒体②をDVDドライブから取出します。

1.5.9. 設定内容の有効化

(1) 「スタートメニュー」→「コントロールパネル」を選択し、コントロールパネル項目を表示します。
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(2) コントロールパネル項目から「管理ツール」を選択します。
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(3) 管理ツールの一覧が表示されますので、「サービス」を選択してください。
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(4) サービス一覧が表示されますので、「SplunkForwarder Service」を選択して右クリックし「プロパティ」を開きます。
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(5)  SplunkForwarder Serviceのプロパティウィンドウが表示されますので、「停止(T)」をクリックし、サービスを停止状態にしてください。
サービス停止中にエラーメッセージが表示された場合、そのまま(6)の作業を実施してください。
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(6) SplunkForwarder Serviceを起動状態にするため、「開始(S)」をクリックします。
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(7) サービスの状態が「開始」に変わることを確認し、「OK」をクリックし閉じます。
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(8) サービスの一覧から「SplunkForwarder Service」の状態が「開始」、スタートアップの種類が「自動」となっていることを確認してください。
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1.5.10. ログオフ
(1) 「スタートメニュー」→「ログオフ」を行います。
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ドライブのみ変更してください





1行追加します





IPアドレスの第２オクテットのxxを都道府県番号に修正する








表示形式が異なる場合、表示方法を「小さなアイコン」に変更してください。
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